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1. 私たちは何をつくるのか

Mirise Global Academy は、口腔医療を起点に教育・研究・臨床実装・国際連携を循環させる学術実装拠点

です。大磯（教育・研究・国際交流）と南青山（臨床実装）の2拠点を持ち、教育の成果を測定・公開しながら、医

科歯科連携の次の標準をつくります。

2. 研究者として得られるもの

• 研究フィールド — 2拠点と国内外コホートが教育介入・XR教育効果・口腔─全身連携実装研究の場に

• データと業績 — パイロット教育データの共同解析権。著者資格は ICMJE 基準準拠

• インフラ — XR・3Dシミュレーション環境、教材・症例ライブラリ、国際ケースカンファレンス

• 国際接続 — アジア・中東の大学・医療機関との対話、国際フォーラム登壇、招聘・受入の相互手配

3. 約束すること・お願いすること

アカデミーの約束

✓ COI管理下の学術的独立（教育内容・評価への営業介

入を制度的に遮断）

✓ 初期カリキュラムの共同設計権と創設教員としての永

続的クレジット

✓ 教材の共著クレジット・二次利用ルールの明文化

✓ 報酬・謝金の透明な基準（契約書で明示）

教員へのお願い

• 担当領域の学習成果への責任とエビデンスに基づく

更新

• 利益相反の開示と関連判断からの回避

• 受講者評価・ピアレビューへの応諾

• 年間最低コミットメントの事前合意

4. 現実的な参画設計

• 兼業規程対応 — 非常勤・顧問・単発監修など契約粒度を選択。就任前に大学規程との整合を確認

• 時間 — 月2時間程度から。リモート標準（実技指導のみ現地）

• 公表 — 氏名は本人承諾後のみ。創設教員の一斉公表も選択可（単独露出なし）

• 退任 — 自由。手続きと引き継ぎを契約に明記



5. プロセス（最短1か月）

対話（30分・オンライン・守秘可）→ 学術審査（2〜4週）→ 条件合意（役割・報酬・COI・兼業整合を文書化）→

就任・公表（本人承諾後）

6. 現在の状況（透明性の開示）

本アカデミーは構想〜立ち上げ期にあります。運営法人・初回日程は確定手続き中、教員名簿は就任確定・

本人承諾後に公表します。決定済み事項と確定手続き中の事項は、サイトの About ページで常時開示してい

ます。

お問い合わせ・対話のお申し込み

mirise-global-academy.com/ja/faculty/dialogue
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